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　平成20年度の介護老人保
健施設事業は、厳しい経営
環境の中、利用者の安全、
安心を確保する質の高い総
合ケアを実践しつつ効率的
な施設運営に努めていくも
のとします。また、職員一
人ひとりが達成感を持って
成長し、未来に目標を掲げ
る職場環境を整えてまいり
ます。

　未給水地域の解消と安定
給水を図るため、配水管の
新設工事を行うとともに、
給水区域内の赤水対策や出
水不良の改善、漏水防止対
策などの事業を計画してい
ます。
　また、大和簡易水道の上
水道統合に向け、送・配水
管布設工事、配水池築造工
事、ポンプ所・配水池電気
設備工事等を計画していま
す。

平成20年度事業経営方針

業務内容をお知らせします

　平成20年度の病院事業
は、患者数の減少などによ
り非常に厳しい経営環境と
なっています。こうした
中、地域の中核病院として
役割を果たしていくために
も、総務省の公立病院ガイ
ドラインに基づき、「経営
効率化」、「再編ネット
ワーク化」、「経営形態の
見直し」の3つの視点から
なる公立病院改革プランを
平成20年度中に策定しま
す。

施設療養費収益 

その他事業収益 

企業債利息 

減価償却費等 

経費 

収 
 
益 

費 
 
用 

計 
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3億  511万円 

109万円 

3億7,453万円 

2,027万円 

2,839万円 

3億7,453万円 

9,023万円 

【収益的収入および支出】 【資本的収入および支出】 

材料費 1,196万円 

事業外収益 2,060万円 

予備費 100万円 

固定資産 

流動資産 

固定負債 

自己資本金 

借入資本金 

剰余金 

資 
 
産 

負 
債 
・ 
資 
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9億3,324万円 

3億     23万円 

12億3,347万円 

4,638万円 

638万円 

9億3,692万円 

2億4,379万円 

11億8,709万円 　資本計 

　資産計 

【資産・負債・資本】 

補助金 

計 

企業債償還金 

3,735万円 

3,735万円 

500万円 

4,235万円 計 

支
　
出 

収
　
入 

施設利用料収益 

給与費 2億2,231万円 

 

4,773万円 

流動負債 

　負債計 

3,163万円 

 
1,475万円 

その他事業外費用 37万円 

12億3,347万円 資本・負債計 

3,735万円 

資産購入費 

資本的収入額が資本的支出額 
に対し不足する額は、過年度 
分損益勘定留保資金等で補て 
んするものとする。 

給水収益 

その他営業収益ほか 

総係費 

業務費 

減価償却費等 

支払利息 

配水・給水費 

収 
 
益 

費 
 
用 

計 

計 

8億9,670万円 

4,619万円 

9億4,640万円 

1億4,390万円 

1億4,530万円 

1億2,060万円 

7,940万円 

9億9,710万円 

1億7,890万円 

【収益的収入および支出】 【資本的収入および支出】 

原水・浄水費 

3億2,550万円 

受託工事収益 351万円 

受託工事費 350万円 

固定資産 

流動資産 

繰延勘定 

固定負債 

自己資本金 

借入資本金 

剰余金 

資 
 
産 

負 
債 
・ 
資 
本 

82億3,101万円 

 3億   958万円 

86億2,610万円 

1億319万円 

16億5,039万円 

58億9,634万円 

85億2,291円 

8,551万円 

　資本計 

　資産計 

【資産・負債・資本】 

企業債 

他会計負担金 

工事負担金 

計 

建設改良費 

企業債償還金 

4億8,010万円 

1,767万円 

1億6,158万円 

6億6,850万円 

7億　380万円 

1億5,790万円 

8億8,170万円 

900万円 

計 

出資金 

支
　
出 

収
　
入 

資本的収入額が資本的支出額 
に対し不足する額は、過年度 
分損益勘定留保資金等で補て 
んするものとする。 

流動負債 

　負債計 

4,789万円 

5,530万円 

9億7,618万円 

固定資産売却代金 15万円 

繰延勘定 2,000万円 

86億2,610万円 負債・資本計 

入院収益 

その他医業収益 

企業債利息 

減価償却費ほか 

経費 

その他医業外費用 

特別損失 

収 
 
益 

費 
 
用 

計 

計 

38億3,633万円 

3億7,692万円 

64億1,610万円 

1億1,255万円 

4億7,745万円 

　 8,412万円 

123万円 

64億1,610万円 

9億4,257万円 

【収益的収入および支出】 【資本的収入および支出】 

材料費 13億6,657万円 

医業外収益 2億9,799万円 

予備費 3,812万円 

固定資産 

流動資産 

繰延勘定 

固定負債 

自己資本金 

借入資本金 

剰余金 

資 
 
産 

負 
債 
・ 
資 
本 

71億6,274万円 

53億3,891万円 

125億1,584万円 

9億7,245万円 

41億8,330万円 

47億6,650万円 

25億9,359万円 

115億4,339万円 

1,419万円 

　資本計 

　資産計 

【資産・負債・資本】 

企業債 

負担金 

計 

建設改良費 

企業債償還金 

5,810万円 

3億3,900万円 

8万円 

3億9,718万円 

8,923万円 

5億7,870万円 

6億6,793万円 計 

固定資産売却代金 

支
　
出 

収
　
入 

外来収益 

給与費 33億9,349万円 

 

19億   486万円 

資本的収入額が資本的支出額 
に対し不足する額は、過年度 
分損益勘定留保資金等で補て 
んするものとする。 

流動負債 

7億7,010万円 

2億   235万円 

　負債計 

負債・資本計 125億1,584万円 
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　下半期の入院患者数は60,489人、外来患者数は
97,061人で上半期と比較すると入院患者数は729人
増、外来患者数は5,807人の減となり、平成18年度
下半期との比較では入院患者数は1,422人、外来患
者数は11,032人の減少となりました。
　また、補償金免除繰上償還制度を活用し、利率
が7％を超える財政融資資金約8億5千万円を繰上償
還するために、低利で借換を行い将来の金利負担
の軽減に努めました。

下半期の患者数（Ｈ19.10～Ｈ20.3）
●延べ入院患者数　光総合病院　　27,874人
　　　　　　　　　大和総合病院　32,615人
●延べ外来患者数　光総合病院　　51,363人
　　　　　　　　　大和総合病院　45,698人

下半期の入所者数（Ｈ19.10～Ｈ20.3）
●延べ入所者数　　12,860人
●延べ通所者数　　  2,419人

　未給水地域の解消と安定給水を図るため、小周
防新宮および上島田3丁目の配水管布設工事や清山
配水池電気設備工事および上ヶ原簡易水道の上水
道統合に係る各種工事を施工しました。
　また、給水区域の赤水対策や出水不良の改善、
漏水防止対策のため、老朽配水管布設替工事等の
配水管整備事業を実施しました。
　さらに、大和簡易水道の上水道統合に向け、
送・配水管の布設工事を実施しました。

●給水戸数　1万8,718戸
●総配水量　1,108万1,500
●有収水量　   990万7,231

　　　　　平成19年度下半期の概要
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クリーン光大作戦

7月13日(日)

皆さんの美しい心と力を結集しましょう

悪天候の場合は、翌週7月20日 に延期

　詳しくは、各公民館や自治会からお知
らせします。

●主　催　クリーン光推進協議会
●問合せ　青少年センター

0833(72)2245

　2008光まつりを、9月28日 に市民ホール周
辺を会場に開催します。
　実行委員会では、パレードへの参加者を募
集しています。企業や各種団体、親しい仲間
など、まちに元気を与えてくれる皆さんの応
募をお待ちしています。
●日時　9月28日 　10時～12時
●内容　浅江中学校前から市民ホール前までの
　市道を利用してのパレードやパフォーマンス
●参加部門　
　①テーマ部門（審査・各賞あり）
　　　　　　　　　テーマ「ＩＬove　光」
　②フリー部門（審査・各賞なし）
●申込方法　商工観光課、大和支所、光商工
　会議所、大和商工会、各公民館に備え付け
　の申込用紙に必要事項を記入し、お申し込
　みください。
●申込期限　7月31日
●申し込み・問合せ　商工観光課
　　　　　　　　　　　　　 0833(72)1400

2008光まつり
パレード参加者募集

▲ 

　下半期の入所者数は12,860人、通所者数は2,419
人で上半期と比較する入所者数は25人減、通所者
数は47人の減少となり、平成18年度下半期との比
較では入所者数は57人の増、通所者数は284人の減
少となりました。
　また、職員全員によるグループ活動を中心とした

じょく

身体拘束・虐待防止、褥そう予防などの担当者を選
任し、音楽療法、園芸活動を行うなどのサービスの
向上を図りつつ、効率的な施設運営に努めました。


